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---------------以下のチェックシートは、登録打合せ時に別途確認いたします--------------- 

地場産品基準チェックシート（酒田市記入用） 
該当

に〇 
地場産品基準及び確認項目 

 第 1号（本市内で生産されたもの）※米、青果物、肉、魚等の一次産品 

・生産内容  

 第 2号（本市内で原材料の主要な部分が生産されたもの） 

・市内の原材料名  

・市外の原材料名  

・全体に占める割合  

 第 3号（本市内で製造、加工その他の工程のうち主要な部分を行い付加価値が生じているもの） 

・市内の工程  

・市外の工程  

・付加価値  

 第 3号イ（熟成肉） 

・生産地  

・熟成工程  

・全体に占める割合  

 第 3号イ（精米） 

・生産地  

・精米工程  

・全体に占める割合  

 第 3号ロ（企画立案） 

・市内での工程  

・市外での工程  

・証明となるもの 資料（PDF）を添付 

 第 4号（本市内で生産されたもので、近隣他市町村で生産されたものと混在したもの）※流通

構造上、混在することが避けられない場合のみ 

・市内での生産内容  

・混在が避けられない理由  

・混在する自治体名  

 第 5号（本市の広報目的で生産された本市のキャラクターグッズ、オリジナルグッズ等で、本

市独自のものであることが明白なもの） 

・オリジナルグッズ等であること  

・独自の品である理由  

・上記がわかる資料等 URLを記載または PDFを添付 

 第 6号（前各号に該当する返礼品に付帯するものとを合わせて提供するもので、当該返礼品の

価値が提供するものの価値全体の 7割以上であるもの） 

・該当号及び理由  

・附帯関係  

・それぞれの調達費用  

 第 7号（本市内で提供される役務等（宿泊を除く）であって、主要な部分が本市に関連性のあ

るもの） 
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・施設名及び所在地  

・役務の内容  

・本市との関連性  

 第 7号の 2（宿泊）※市内に所在する宿泊施設で、県内のみ宿泊施設を運営するものが提供す

るもの（フランチャイズチェーン等を除く） 

・宿泊施設名及び所在地  

・県内でのみ運営している  

・フランチャイズチェーン等に該当する  

 第 7号の 3イ 五万以下（宿泊）※前号に該当しないもので 1人 1泊五万円を超えないもの 

・宿泊施設名及び所在地  

・1人 1泊あたり額  

 第 7号の 3ロ 該当地域（宿泊） 

・宿泊施設名及び所在地  

・特定非常災害発生日  

・災害救助法の適用  

 第 7号の 4（電気） 

・市内で発電された旨  

・エネルギー源の種類  

・電気の提供事業者名  

 第 8号イ（近隣市町共通返礼品） 

・共通して提供する自治体  

・該当する地場産品基準  

・各団体の同意  

 第 8号ロ（県内共通返礼品） 

・共通して提供する自治体  

・該当する地場産品基準  

・各団体の同意  

 第 8号ハ（県内認定地域資源） 

・認定地域資源  

 第 9号（災害等による代替） 

・災害の名称及び発生時期  

・提供できなくなったもの  

・代替品の詳細と代替品といえる理由  

 第 99号（前各号いずれかに該当する返礼品と交換するために提供するもの） 

・交換できるもの  

・地場産品以外のものと交換されないため

の方法 

 

・提供するプラットフォーム  

 セット（前各号いずれかに該当する返礼品を組み合わせたもの） 

・組合せ内容  

・該当する類型とその理由  

・該当する類型に必要な回答項目  

 



2024 

---------------以下のチェックシートは、登録打合せ時に別途確認いたします--------------- 

地場産品基準チェックシート（酒田市記入用） 
該当

に〇 
地場産品基準及び確認項目 

 第 1号（本市内で生産されたもの）※米、青果物、肉、魚等の一次産品 

・生産内容 区域内の農場において、繁殖及び肥育を行っている。 

 第 2号（本市内で原材料の主要な部分が生産されたもの） 

・市内の原材料名 ○○牛 

・市外の原材料名 たまねぎ、ソース製造にかかる調味料 

・全体に占める割合 ハンバーグに使用する牛肉は 100％○○市で繁殖・肥育を行

った精肉であり、ソース製造を踏まえても、牛肉による付加価

値が製品全体の付加価値の約 60％を占めているため。 

 第 3 号（本市内で製造、加工その他の工程のうち主要な部分を行い付加価値が生じているも

の） 

・市内の工程 ハンバーグの製造にかかる○○牛ブロック肉からのミンチ、調

味、成形、焼き上げのほか、ソースの製造にかかる調理       

※悪い記載例 区域内において加工・製造しているため  

・市外の工程 なし（区域外の工程がある場合は、工程の詳細を記入） 

・付加価値 ハンバーグの製造工程のうち、原材料のブロック肉の仕入れか

ら完成までのすべての工程を職人の手で一つ一つ行うことで、

本工程による付加価値は返礼品の付加価値のうち約８０％を

占めているため。                         

※悪い記載例 加工・製造を行うことにより一定の付加価値が

生じているため。 

 第 3号イ（熟成肉） 

・生産地 ○○県 

・熟成工程 ○○県内で肥育された牛精肉のブロック肉を仕入れ、区域内の

事業所内にある専用の熟成庫で温度や湿度、風、微生物を厳密

に管理し、30 日以上の熟成工程（ドライエイジング）を実施

した後、ブロック肉のスライスを行っている。 

・全体に占める割合 区域内でドライエイジング加工を実施することで、より肉が持

つ旨さを引き出し、本工程による付加価値が返礼品の付加価値

のうち約 60％を占めているため。 

 第 3号イ（精米） 

・生産地 ○○県 

・精米工程 ○○県内で収穫された玄米を区域内の精米工場にて、張込・玄

米精選工程、精米工程、精米精選工程や小口精米・精選工程を

行っている。 

・全体に占める割合 区域内の工場で精米にかかる全ての工程を実施することで、本

工程による付加価値が返礼品の付加価値のうち約 60％を占

めているため。 

 第 3号ロ（企画立案） 

・市内での工程 自社デザイナーによるデザイン、掃除機の主要な部分である吸

参考例 
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引力を担保するファン設計など企画立案・商品開発を区域内で

行っている。 

・市外での工程 製造は中国。区域外にて設計図によるファン・電気回路組み立

て、梱包、出荷の工程を行っている。 

・証明となるもの 資料（PDF）を添付 

価値の過半が生じていることは証明されています。（別紙ＰＤ

Ｆ証明書参照） 

 第 4 号（本市内で生産されたもので、近隣他市町村で生産されたものと混在したもの）※流

通構造上、混在することが避けられない場合のみ 

・市内での生産内容 区域内の果樹園において、生産されている。 

・混在が避けられない理由 区域内で生産された後、本市を含む範囲を管轄する○○選果場

に集荷・格付けされ、混在が避けられないため 

・混在する自治体名 ○○県△△市、○○県■■町 

 第 5 号（本市の広報目的で生産された本市のキャラクターグッズ、オリジナルグッズ等で、

本市独自のものであることが明白なもの） 

・オリジナルグッズ等である

こと 

◯◯市の広報目的で生産されたゆるキャラのぬいぐるみであ

り、当市のオリジナルグッズである。 

・独自の品である理由 当該ゆるキャラは当市のみで使用しているキャラクターであ

るため、独自の返礼品であることが明白である。 

・上記がわかる資料等 URLを記載または PDFを添付 

○○市の広報を目的として製造された当市ゆるキャラのぬい

ぐるみであり、当市のみで提供されている。  

【返礼品概要】ポータルサイト：https://www.aaa～ 

 第 6 号（前各号に該当する返礼品に付帯するものとを合わせて提供するもので、当該返礼品

の価値が提供するものの価値全体の 7割以上であるもの） 

・該当号及び理由 麦：３号。蕎麦の実を仕入れ、製粉から製麺までの全ての工程

を区域内で行っている。 

・附帯関係 地場産品の蕎麦を食べるために使用するそばつゆをセットに

している。 

・それぞれの調達費用 地場産品：1,000 円、附帯品 350 円、割合７４％ 

 第 7 号（本市内で提供される役務等（宿泊を除く）であって、主要な部分が本市に関連性の

あるもの） 

・施設名及び所在地 名称：◯◯牧場  

・役務の内容 ◯◯牧場にて酪農体験を提供している。 

・本市との関連性 ◯◯牧場は当市の特色である豊かな自然の中、親子で乳牛や山

羊の乳絞り体験を提供するなど、当市ならではのサービスの提

供を受けることができるため、○○市と相当程度関連性がある

といえる。 

 第 7 号の 2（宿泊）※市内に所在する宿泊施設で、県内のみ宿泊施設を運営するものが提供

するもの（フランチャイズチェーン等を除く） 

・宿泊施設名及び所在地 名称：◯◯温泉旅館 ▲▲  

住所：○○市●●１－１－１●●  

・県内でのみ運営している 創業■■年以来、△△市内のみで運営している。 



2024 

・フランチャイズチェーン等

に該当する 

県外に所在するホテルのブランド名を冠する宿泊施設ではな

い。事業者にも確認済み 

 第 7号の 3イ 五万以下（宿泊）※前号に該当しないもので 1人 1泊五万円を超えないもの 

・宿泊施設名及び所在地 名称：◯◯ビジネスホテル ▲▲  

住所：○○市●●１－１－１●● 

・1人 1泊あたり額 調達費用：１人１泊 10,000 円（1 泊朝食付） 

 第 7号の 3ロ 該当地域（宿泊） 

・宿泊施設名及び所在地 名称：ホテル◯◯ 

住所：○○市●●１－１－１●● 

・特定非常災害発生日 特定災害発生日：令和●年●月●日に発生した○○地震 

・災害救助法の適用 令和●年●月●日付災害救助法が適用された。 

 第 7号の 4（電気） 

・市内で発電された旨 市内発電施設において発電した電気であるため 

・エネルギー源の種類 バイオマス 

・電気の提供事業者名 ○○電気株式会社 

提供システムにより、返礼品として提供する電気の総量が当該

電気に係る区域内の発電量の範囲内となるよう管理されてい

る 

 第 8号イ（近隣市町共通返礼品） 

・共通して提供する自治体 ○○市、△△市 

・該当する地場産品基準 【該当する類型が３号の場合】○○県で繁殖、肥育した牛肉を

原材料に、△△市内の工場にて精肉からミンチへの加工、味付

け、成形、焼き上げ、ソース作り等を行うことで半分を一定以

上上回る付加価値が生じているため 

・各団体の同意 本返礼品を○○市が共通返礼品として取扱うことについて、●

月●日付けで、協定書を締結しており、△△市の同意を得てい

る。 

 第 8号ロ（県内共通返礼品） 

・共通して提供する自治体 ○○県、△△市、★★市 

・該当する地場産品基準  【該当する類型が３号の場合】 県内で生産された果物を原

材料に、△△市内の工場にて１００％のジュースとして、濾過、

瓶詰め等を行うことで半分を一定以上上回る付加価値が生じ

ているため 

・各団体の同意 本返礼品を★★市が共通で取扱うことについて、○○県のとり

まとめのもと、各団体の同意を得ている 

 第 8号ハ（県内認定地域資源） 

・認定地域資源 ○○がに 

 第 9号（災害等による代替） 

・災害の名称及び発生時期 令和●年●月●日に発生した○○地震 

・提供できなくなったもの ○○市発祥の伝統工芸品として、震災前は区域内の工房で成

形、焼き、塗り等の工程を行っており、地場産品基準３号に該

当していた。 

・代替品の詳細と代替品とい 名称：△△焼き 
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える理由 生産地：△△市○○焼とともに○○地方の伝統工芸品として認

識されている焼き物であり、経済的価値においても同等である

と判断できるため 

 第 99号（前各号いずれかに該当する返礼品と交換するために提供するもの） 

・交換できるもの 区域内の施設で実施している体験アクティビティ及び区域内

の道の駅で販売されている地場産品 

・地場産品以外のものと交換

されないための方法 

本電子マネーの決済システムにおいて、地場産品基準に該当し

ている役務及び物品にしか使用できない仕様となっている 

・提供するプラットフォーム サービス名：○○Ｐａｙ 

事業者名：○○株式会社 

 セット（前各号いずれかに該当する返礼品を組み合わせたもの） 

・組合せ内容 ●●ホテル宿泊ペア券 

【７号の３イ】 

名称：●●ホテル 

住所：○○市●●１－１－１●● 

 

△△体験 

【７号】 

区域内の■■工房 

・該当する類型とその理由 【７号の３イ】１人１泊の調達費用 

調達費用：１人１泊 30,000 円（ペア 60,000 円） 

 

【７号】役務の内容 

伝統工芸である△△作りを工房で体験できるもの     

・該当する類型に必要な回答

項目 

【７号の３イ】なし 

 

【７号】地域との関連性 

■■工房で体験できる「△△」は当市の伝統工芸品として、国

内外での認知度も高く、講師に学びながら制作できる本体験

は、○○市と相当程度関連性があるといえる。                         

 

 

 


